








































































　高校社会科は，平成元年の教育課程改革によって 「地理」 「歴史」 「政治
経済」 「倫理社会」 の四科編成から，「地理歴史」 と 「公民」 の二科目に再










































































もなって内容も半減した。 2 単位（A科目）と 4 単位（B科目）の 2 科目を有
する 「世界史」 「日本史」 「地理」 と比較した場合，高校社会科全体に占め








科（地理歴史，公民）の解説はまだ公表されていない（平成21年 9 月末現在）  
（10）
ので，























が期待されているのは，多面的な 「社会的事象」 の下位区分としての 「社





























的存在としての自己」 や 「社会化」 の視点がやや不十分であるという印象
も受ける。








のは，大項目⑵の中項目（ア）のうち 「大衆化」 「少子高齢化」 「高度情報化」
「国際化」 「社会生活の変化」 の 5 項目に限られていることがわかる。し













































































































































（ 1）　町村敬志 「ISA・Council of National Associations 台北会議の報告」 『日本
社会学会ニュース』 No. 197，2009。

































（ 6）　例えば，学習指導要領解説（平成11年）は，「倫理」 における 「家族・地域





（ 7）　前掲 『社会科教育事典』，p. 40。
（ 8）　公民科においては，「現代社会」 又は 「倫理」・「政治・社会」 がすべての
生徒に履修させる科目とされている。




































会の取り組み」 および城達也 「ドイツのギナジウムにおける社会学教育」 が
参考になる。

